




























































































































59 25 4 71 14 10 10（人）
31 13 2 37 7 5 5（％）
2017年
7 78 13 32 7 9 4（人）
39 33 6 13 3 4 2（％）
男子
2006年
59 29 14 47 6 16 18（人）
31 15 7 25 3 9 10（％）
2017年
103 80 27 15 5 14 2（人）











2006年女子 31 13 2 37 7（％）
2017年女子 39 33 6 13 3（％）
2006年男子 31 15 7 25 3（％）











































































































































































































































































































































5 48 42 18 0 18 51 29 16 0（人）
47 53 0 61 39 0（％）
2017年
23 112 73 25 2 28 141 48 37 2（人）
57 42 1 66 33 1（％）
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第 6章　ポルノ被害相談までの経緯と現状
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中学校のデータでは、女子よりも男子の方が被害者にも問題があるとする
傾向が高く、男女ともにその傾向は年々高くなってきています。理由記述に
は２つの考えが見えてきます。１つは、悪いことをしなければ被害にあうこ
となどないとする考え、もう１つは被害を受けた時に抵抗しなかったことな
どの対応に問題があるとする考えです。
AV出演強要にしろ、どのような被害でも、加害者は相手を支配し搾取す
るためにターゲットを選んでいます。自分にはむかえない立場にいるもの、
支配しやすい相手を最初からターゲットにしているので、抵抗できないこと
を理由にすることは間違っています。しかも、加害者は抵抗できない手段を
計画的に実行しています。
被害者を責める二次被害的な考えは、一般的になってきており、予防教育
を受けていない場合、中学生よりも高校・大学生のアンケート結果の方がよ
り思う確率が高くなっています。「社会責任」「政治責任」ではなく「自業自
得」「自己責任」と個人を責める大人社会の価値観がそのまま子どもたちの
考えに影響を与え、加害を容認する空気が生まれているのだと思えます。
Ⅱ　実践の展開
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７　予防教育の必要性
ポルノ被害を予防教育する。そう聞けば、厳罰的・教訓的な話をイメージ
されるかもしれません。中・高生、ましてや小学生に予防教育を実施すると
なると、寝た子を起こすのではないかとの懸念が生まれるかもしれません。
でも、伝えるべきことはとてもシンプルで簡単なことです。
被害にあってもいい人など１人もいない。あなたはかけがえのない幸せに
生きる権利を持った存在。その幸せに生きる権利を守るための選択を、選べ
るのはあなた自身。心の声に耳を傾け、「怖い」「悲しい」「辛い」と思ったら、
助けてくれる人に出会えるまで助けを求め、助けてもらおう。加害が起こら
なければ被害者は生まれない。だから、被害の責任は被害者にはない。もし、
被害にあっている人に出会ったら、「あなたは悪くない」と伝えてほしい。
そして、自ら望む「幸せ」を選べるよう寄りそっていてほしい。
時代の急速な変化とともに、加害の形も変化していきます。それに対応す
るためには、予防の軸となるジェンダー規範を見破る目と人権力を高め自分
の感情や感覚を軸に選択・決定・責任を自分自身の手で選び取っていくこと
の豊かさを子どもたちに伝えていくことだと思います。
ポルノ被害と一口に言っても、製造・契約・販売・流通・存在・使用・偏
見・誹謗中傷など、その時々に被害は繰り返され起こります。男子の被害者
も１割程度存在しています。多くの被害者は相談窓口に被害を訴えてくるの
ではなく、DVDの存在に恐怖を訴えての削除要求で初めて声を上げます。
被害者にとっては、記憶の中だけではなく、ポルノ被害においては実害とし
て被害は一生付きまといます。そのことを考えても、被害を予防することは
急務です。そして、自分には関係がないとする人たちが、黙認することで加
害に加担することがない社会をめざしていきたいと心から思います。
（とおや・かえこ　NPO法人SEAN相談部門代表）
